
 

  珠算、陸上など文武両道、さまざまな大会で優秀な成績をおさめてい

ます。 （表彰等は学年朝会で行っています）

生活目標　 １月  お金やものを大切にしましょう。

人権目標　 １月（　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

教育目標　 　 ○よく学ぶ子（知）　 ○明るい子（徳）　 ○健康な子（体）

令和６年１２月２４日（火） 
第１１号 
那覇市立城西小学校 
　 校長　 仲地　 千佳

　　　　 

　　　☆２学期前半終了☆ 

来年もよろしくお願いします 

 
 

　明日２学期前半終了の日を迎えます。令和６年も
残すところ１週間。令和７年１月６日（月）の２学
期後半スタートまでの短い冬休みですが、年末年始、
家族で過ごす大切な休みです。ぜひご家庭で、大掃
除や年越しの準備、新年の行事などお子さんに習わ
しなど伝えながら和やかに過ごしてください。 
　先生でも駆け回る「師走」です。城西っ子のみな
さん、けがや病気、交通事故等気をつけてください。 
　たくさん学びのあった一年でした。今年を振り返
りながら来年も安全安心に過ごせるよう支援してま
いります。 
 

 SNS・金銭に関するトラブル、犯罪に 
   巻き込まれないために今、できることを！ 

            
　冬休み前に学校で指導する内容は、ここ数年
で様変わりしています。 
　お年玉の使い方、子どもだけで大型商業施設
に行かせないなどの制限だけでなく、SNS等
に関するトラブルなど、増加複雑化しています。 
　大きな犯罪にまで至っていない今。ぜひ各ご
家庭でお子さんに善悪の判断をつけ、適切な年
齢に応じた金銭感覚を養い、勤労の貴さ、目上
を敬い、年下にはやさしく接する等「家習る外
習（やーなれーるふかなれー）」を今一度しっ
かり整えて口伝いただきますようお願いしま
す。いくつになっても親が一番の味方でありま
すように。学校、地域も支援・指導してまいり
ます。 

 

   ６日（月）２学期後半開始日 校長講話
 ４校時（給食なし）１２時半下校
   ７日（火）校内書き初め席書会（１～５年）

自然教室打ち合わせ（５年４校時） 
 　８日（水）校内書き初め席書会（６年）

 まちたんけん（にじいろ）
 〔人権を考える日〕

   ９日（木）児童長会
  10日（金）まちたんけん（３年） 
  13日（月）成人の日〔公休日〕            

   14日（火）学習発表会事前準備(職員等）
   16日(木） 児童朝会

   20日(月)  生活強化週間（～24日）
   27日(月） 学校運営アドバイザー来校

  委員会活動（５，６年）６校時
   29日（水）R6学習発表会リハーサル

             ※見学したい保護者は各学級
 担任までお知らせください。

   30日（木）学習発表会前日準備　６校時
 　　　　　（職員、委員会児童）

 
   31日（金）R6学習発表会（１～４校時）

 城西日課　５校時授業
  

 ※学習発表会については、後日送付するプロ
 　 グラムをご確認ください。　

 ※下校時間の変更があります、先日送付の変
 　　更のお知らせをご確認ください。

 ※冬休み明け、インフルエンザが蔓延しない
　 よう、手洗いうがいを徹底し、必要に応じ
　 てマスクをするなど、感染対策をお願いし

 　 ます。
   １年生の様子 
     秋まつりの準備をしながらお掃

　 　除！りっぱです。 
　 　喜んでくれた幼稚園生でした。



 ー  コラムー

　  イギリスのウィルトシャー研究所が、１９８０年代後半に、被験者に鼻水と同じように出る装置（液体に紫外線のもと

でしか見えない染料を混ぜて）を鼻孔に装着して、カクテルパーティーに参加させた実験によると、しばらくの歓談の

あと紫外線にスイッチを入れて感染状況を確認したところ、至るところにその染料が見つかったようである。参加者全

員の両手、頭と上半身、グラス、ドアノブ、ソファーのクッション、ナッツのボウル、その他多くのものに染料が付いていた

ことに、参加者全員が愕然としたことが記されている。平均的な成人は、１時間に１６回自分の顔に触れるようで、１回

触れる毎にウイルスに模した液体が、鼻からスナックのボウル、更には何も知らない第三者、ドアノブ、更には何も知ら

ない第四者などへ次々と移っていき、ついにはほとんど全ての人やものがウイルスに模した液体に染まったようである。

〔省略〕イギリスで行われた実験から、「手」がウイルス等を広げる媒体になっていることがわかる。ウイルスなどが付

いた手が何かに触れたときに、その何かにウイルスが付着し、それに触れた第三者の手に付着して次なるものを感染

 する。という流れで次々にウイルスが広がるのである。

　 従って、一人一人が、何かに触れたときに、その都度「手を洗う」ことを徹底すれば、感染が広がることを最小限に抑

えることができるのである。今一度！ 職員も児童も、教室に入った時、戻った時、給食前後などの手洗いの徹底をお

 願いします。手を洗うことができない場合は「手指消毒」などで対応することもお願いします！

 

                                                           　 沖縄県教育庁那覇教育事務所
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